
終わりに 



終わりに  

▲京論壇 2009 へ。京論壇 2008 の反省会にて。 
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京
論
壇
２
０
０
８
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々 

 

 
ご
協
力
頂
い
た
方
々
を
、
一
部
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 
京
論
壇
一
同
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
所
属
先
は
当
時
） 

 

高
原
明
生
先
生
（
京
論
壇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 
 
 
 

 
 
 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

法
学
政
治
学
研
究
科
教
授 

浅
島
誠
先
生 

 

東
京
大
学
理
事
•
副
学
長 

高
橋
宏
志
先
生 

東
京
大
学
理
事
•
副
学
長 

古
田
元
夫
先
生 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

総
合
文
化
研
究
科
教
授 

牧
野
篤
先
生 

 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

教
育
学
研
究
科
教
授 

川
島
真
先
生 
 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

総
合
文
化
研
究
科
准
教
授 

寺
本
振
透
先
生 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

法
学
政
治
学
研
究
科
教
授 

生
源
寺
眞
一
先
生
東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

農
学
生
命
科
学
研
究
科
長 

松
田
康
博
先
生 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授 

田
中
明
彦
先
生 

東
京
大
学
国
際
連
携
本
部
長 

各
務
茂
先
生 

 

東
京
大
学
産
学
連
携
本
部 

 
 
 
 

 
 
 

事
業
化
推
進
部
長
教
授 

宮
内
雄
史
様 

 

東
京
大
学
北
京
事
務
所
長 

関
谷
孝
様 

 
 

東
京
大
学
副
統
括
長 

 

 
 
 
 

 
 
 

広
報
グ
ル
ー
プ
長 

大
川
栄
治
様 

 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

法
学
政
治
学
研
究
科
会
計
係 

鈴
木
美
穂
様 

 

東
京
大
学
渉
外
本
部 

梁
井
光
様 

 
 

東
京
大
学
総
務
・
法
務
系 

木
村
嘉
陽
様 

 

東
京
大
学
教
養
学
部
共
通
技
術
室 

西
原
春
夫
先
生 

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授 

興
直
孝
先
生 

 

静
岡
大
学
学
長 

 
 
 
 

 
 
 

日
中
産
学
官
交
流
機
構
理
事 

趙
宏
偉
先
生 

 

法
政
大
学 

 
 
 
 

 
 
 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授 

谷
内
正
太
郎
様 

外
務
省
顧
問 

 
 
 
 

 
 
 

東
京
大
学
大
学
院 

 
 
 
 

 
 
 

総
合
文
化
研
究
科
客
員
教
授 

林
和
孝
様 

 
 

外
務
省
ア
ジ
ア
太
洋
州
局 

 
 
 
 

 
 
 

中
国Å

モ
ン
ゴ
ル
課
課
長
補
佐 

道
上
尚
史
様 

 

在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使 

か 



終わりに  

山
本
恭
司
様 

 

在
中
国
日
本
国
大
使
館
参
事
官 

島
美
奈
子
様 

 

在
中
国
日
本
国
大
使
館 

 
 
 
 

 
 
 

三
等
書
記
官 

西
本
志
乃
様 

 

在
中
国
日
本
国
大
使
館 

 
 
 
 

 
 
 

専
門
調
査
員 

中
井
徳
太
郎
様 

人
事
院
給
与
局
給
与
第
二
課
長 

塩
川
白
良
様 

 

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
参
事
官 

伊
佐
寛
様 

 
 

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局 

 

 
 
 
 

 
 
 

消
費
者
情
報
官
補
佐 

鈴
木
明
子
様 

 

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局 

 

 
 
 
 

 
 
 

消
費
者
情
報
官
補
佐 

 

渡
邊
幸
治
様 

 

日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー 

山
﨑
貴
哉
様 

 

国
際
交
流
基
金 

 
 
 
 

 
 
 

日
中
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

岡
山
純
子
様 
 

科
学
技
術
振
興
機
構 

 
 
 
 

 
 
 

研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー 

木
村
憙
様 

 
 

日
中
産
学
官
交
流
機
構
常
任
幹
事 

柳
瀬
豊
昭
様 

 

日
中
産
学
官
交
流
機
構
事
務
局
長 

秦
陽
一
様 

 
 

も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構 

 
 
 
 

 
 
 

事
務
局
長 

 

太
田
篤
様 
 
 

留
学
生
支
援
企
業
協
力
推
進
協
会 

 
 
 
 

 
 
 

専
務
理
事
・
事
務
局
長 

 

浦
野
光
人
様 

 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役
会
長 

加
藤
直
二
様 

 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

 
 
 
 

 
 
 

執
行
役
員 

企
画
本
部
長 

片
山
博
視
様 

 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

 
 
 
 

 
 
 

品
質
保
証
部
長 

 

川
崎
順
司
様 

 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

 
 
 
 

 
 
 

品
質
保
証
部
品
質
管
理
グ
ル
ー
プ 

大
出
麻
紀
様 

 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

 
 
 
 

 
 
 

管
理
部 

企
画
管
理
グ
ル
ー
プ 

小
林
い
ず
み
様 

メ
リ
ル
リ
ン
チ
日
本
証
券 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役
社
長 

松
本
大
様 

 
 

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役
長C

E
O

 

中
島
努
様 

 
 

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

 
 
 
 

 
 
 

取
締
役 

勝
屋
敏
彦
様 

 

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

執
行
役
員
企
画
室
長 

安
延
申
様 

 
 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役
社
長C

O
O
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太
田
浩
嗣
様 

 

株
式
会
社
電
通P

R
 

鄭
燕
様 

 
 
 

株
式
会
社
電
通P

R
 

若
林
龍
成
様 

 

株
式
会
社
ビ
ー
ビ
ッ
ト
副
社
長 

小
泉
武
嗣
様 

 

三
菱
商
事
株
式
会
社 

 
 
 
 

 
 
 

業
務
部
中
国
室
室
長 

岡
本
浩
治
様 

 

三
菱
商
事
株
式
会
社 

 

 
 
 
 

 
 
 

欧
州C

IS
 

チ
ー
ム 

徐
向
東
様 

 
 

中
国
市
場
戦
略
研
究
所 

柳
田
洋 

様 
 

 

北
京
華
通
廣
運
物
流
有
限
公
司 

大
沼
武
彦
様 

 

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン 

 
 
 
 

 
 
 

経
営
戦
略
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

澤
真
理
子
様 

 

リ
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役 

山
本
謙
治
様 

 

株
式
会
社
グ
ッ
ド
テ
ー
ブ
ル
ズ 

 

 
 
 
 

 
 
 

代
表
取
締
役
社
長 

岡
部
史
郎
様 
 

都
市
イ
ン
ベ
ス
ト
バ
ン
ク 

上
島
由
紀
子
様 

株
式
会
社 

 
 

 
 

 
 
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
総
合
研
究
所 

唐
津
周
平
様 

 

株
式
会
社 

 
 
 
 

 
 
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
総
合
研
究
所 

村
島
章
惠
様 

 
N

H
K

ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー 

 

 
 
 
 

 
 
 

チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

高
氏
敦
様 
 
 

N
H

K

ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー 

 

 
 
 
 

 
 
 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

伊
丹
新
様 

 
 

N
H

K

ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

周
莉
様 

 
 
 

C
R

I

中
国
国
際
放
送
局
日
本
語
部 

 

 
 
 
 

 
 
 

番
組
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

付
穎
様 

 
 
 

C
R

I

中
国
国
際
放
送
局 

 
 
 
 

 
 
 

東
京
支
局
特
派
員 

清
水
美
和
様 

 

中
日
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員 

脇
阪
紀
行
様 

 

朝
日
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員
室 

村
野
英
一
様 

 

朝
日
新
聞
西
埼
玉
支
局
支
局
長 

古
畑
康
雄
様 

 

共
同
通
信
社 

 
 
 
 

 
 
 

国
際
局
中
国
語
ニ
ュ
ー
ス
室 

 

小
林
祥
子
様 

 

株
式
会
社T

B
S

テ
レ
ビ 

 
 
 
 

 
 
 

報
道
局
デ
ジ
タ
ル
編
集
部 

涌
井
健
索
様 

 

株
式
会
社
文
藝
春
秋
社 

 

 
 
 
 

 
 
 

週
刊
文
春
編
集
部 

朽
見
太
郎
様 

 

明
石
書
店
編
集
部 

L
e
e
 R

e
e
v
e

様 
H

u
m

a
n

 R
e
la

tio
n

s S
p

e
cia

list 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

&
 C

re
a
tiv

e
 C

o
n

su
lta

n
t 

松
本
和
久
様 

 

大
学
教
育
研
究
所 

 

開
沼
博
様 

 
 

東
大
ナ
ビ 



終わりに  

東
京
国
際
大
学
下
羽
ゼ
ミ 

フ
リ
ー
バ
ー
ド
２
０
０
８
関
東
支
部 

日
中
学
生
会
議
２
０
０
８
実
行
委
員
会 

 
協
賛
企
業
・
団
体
・
個
人
様
（
日
本
） 

 

財
団
法
人 
渋
沢
栄
一
記
念
財
団 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ 

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ 

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

メ
リ
ル
リ
ン
チ
日
本
証
券
株
式
会
社 

ゼ
ネ
ラ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
株
式
会
社 

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

イ
ー
ピ
ー
エ
ス
株
式
会
社 

全
日
本
空
輸
株
式
会
社 

株
式
会
社
ビ
ー
ビ
ッ
ト 

都
市
総
研
イ
ン
ベ
ス
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社 

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン 

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー 

株
式
会
社
ケ
イ
・
ワ
イ
・
ト
レ
ー
ド 

日
中
産
学
官
交
流
機
構 

渋
澤
健
様 

大
竹
美
喜
様 

北
城
恪
太
郎
様 

濱
口
敏
行
様 

                  



  

121 

 

 

協
賛
企
業
・
団
体
様
（
中
国
） 

 

                   

 

掲
載
メ
デ
ィ
ア 

【
新
聞
】 

朝
日
新
聞
全
国
版
社
説
（
08
年
８
月
15
日
） 

朝
日
新
聞
埼
玉
版
（
08
年
２
月
20
日
） 

 

東
京
大
学
新
聞
（
08
年
４
月
15
日
） 

サ
ー
チ
ナ
（
08
年
７
月
28
日
） 

教
育
新
聞
（
08
年
７
月
31
日
）  

沖
縄
タ
イ
ム
ス
（
08
年
８
月
16
日
） 

共
同
通
信 

共
同
網
（
08
年
10
月
19
日
） 

【
ラ
ジ
オ
】 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
日
中
対
話
２
０
０
８ 

日
中
若

者
対
話
」（
08
年
９
月
23
日
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
成
人
の
日
特
集 

日
中
韓 

若
い
力
で
環
境
交
流
」
（
09
年
１
月
12
日
） 

【
雑
誌
な
ど
】 

東
方
（
08
年
９
月
号
） 

外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
08
年
11
月
号
） 

日
中
教
育
交
流
研
究
会
議
会
報
（
08
年
11
月
号
） 

S
U

N
D

A
I A

S
C

E
N

T

（
08
年
11
月
号
） 

日
中
産
学
官
会
報
（
08
年
12
月
号
） 

 



終わりに  

 

２
０
０
９
年
に
向
け
て 

京
論
壇
は
、
２
０
０
５
年
に
中
国
で
起
こ
っ
た
反
日
デ

モ
を
う
け
て
、
将
来
の
日
中
関
係
に
危
機
感
を
持
っ
た
若

者
が
作
っ
た
学
生
団
体
で
す
。
今
日
、
中
国
に
お
け
る
経

済
発
展
や
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
り
日
中
関
係
は
以
前
ほ

ど
険
悪
な
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ

に
感
情
や
お
互
い
に
関
す
る
情
報
の
違
い
に
起
因
す
る
問

題
も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
団
体
の
意

義
を
真
摯
に
見
つ
め
な
が
ら
お
互
い
を
理
解
し
合
う
努
力

を
絶
や
さ
ず
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
京
論
壇
２
０
０
９

は
以
下
の
３
つ
を
モ
ッ
ト
ー
に
致
し
ま
す
。 

① 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
対
す
る
思
い 

 

京
論
壇
は
創
設
以
来
、
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
議
論

を
仲
間
内
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
広
く
社
会

に
発
信
す
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
し

っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
例
年
以
上
に
真
剣
な
議
論
及
び
そ

の
議
論
を
通
し
て
得
ら
れ
た
経
験
を
社
会
に
積
極
的
に
発

信
し
て
い
け
る
団
体
を
目
指
し
ま
す
。 

② 

学
生
団
体
と
し
て
の
運
営
モ
デ
ル 

 

数
あ
る
学
生
団
体
の
中
で
も
、
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
る

団
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
存
続
し
て
い
く
た
め
に
運
営
方

法
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
一
人

が
誇
り
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
な
団
体
を
目
指
し
ま

す
。 ③ 

交
流
の
拡
大
と
深
化 

 

毎
年
「
社
会
発
信
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
も

の
の
、
自
分
た
ち
だ
け
で
社
会
発
信
す
る
に
は
限
界
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
他
の

学
生
団
体
や
社
会
人
の
方
々
を
巻
き
込
み
、
共
同
で
多
く

の
媒
体
を
通
じ
て
社
会
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

北
京
大
学
の
仲
間
と
も
さ
ら
に
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
単
に
議
論
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
か
ら

お
互
い
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
関
係
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。 

 

京
論
壇
は
『
た
か
が
学
生
、
さ
れ
ど
学
生
』
の
学
生
団

体
で
す
。
真
剣
に
様
々
な
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
成
果
を

常
に
社
会
発
信
を
意
識
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ご
声
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   
京
論
壇
２
０
０
９ 

東
京
大
学
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表 

 

原
健
太
郎 
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編
集
後
記 

「
大
学
院
生
で
す
」
と
言
う
と
、
大
抵
「
修
士
論
文
が

大
変
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
度
に
、
「
い
え
、

う
ち
の
大
学
院
は
専
門
職
大
学
院
で
し
て
、
修
士
論
文
が

な
い
の
で
す
…
」
と
答
え
る
も
の
の
、
何
か
言
い
訳
の
よ

う
で
心
苦
し
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

あ
れ
ば
？ 

『
学
生
の
「
日
中
」
発
見
』
を
み
ん
な
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
、
と
胸
を
張
っ
て
答
え
ら

れ
そ
う
で
す
。
そ
う
言
っ
た
ら
大
袈
裟
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
そ
の
位
、
本
書
は
多
く
の
人
の
時
間
と
労
力
が
詰

ま
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

季
節
を
３
つ
ま
た
い
だ
編
集
の
日
々
。
実
は
最
初
に
頓

挫
の
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
各
分
科
会
か
ら
編
集
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
り
、
他
の
分
科
会
参
加
者
か
ら
「
ツ
ッ
コ
ミ
」

を
貰
い
な
が
ら
議
論
の
内
容
を
体
系
化
す
る
は
ず
が
、「
ボ

ロ
」
が
目
立
ち
始
め
た
の
で
す
。
曖
昧
な
前
提
の
上
に
組

み
立
て
て
し
ま
っ
た
議
論
、
も
っ
と
議
論
す
べ
き
だ
っ
た

論
点

―
編
集
メ
ン
バ
ー
は
頭
を
抱
え
ま
し
た
。「
議
論
が

不
完
全
だ
っ
た
以
上
、
そ
の
内
容
は
出
版
物
と
し
て
到
底

耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
出
版
中
止
の
意
見
も
出
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
私
た
ち
の
成
果
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
い
う
形

で
仕
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
京
論
壇
の
原
点
で
あ

る
「
学
生
ら
し
い
議
論
」
の
内
容
を
多
く
の
人
に
伝
え
る

こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
意
を
決
し
た
た
め
で
す
。
学
生

な
ら
で
は
の
本
音
の
議
論
を
経
て
得
ら
れ
た
、
私
た
ち
の

「
気
づ
き
」。
そ
れ
を
社
会
発
信
す
る
こ
と
は
、
日
中
の
相

互
理
解
、
ひ
い
て
は
日
中
の
友
好
に
貢
献
し
う
る

―
こ

の
思
い
が
出
版
中
止
の
危
機
を
乗
り
越
え
さ
せ
ま
し
た
。 

 

本
書
の
作
成
を
支
援
し
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
を

捧
げ
た
い
で
す
。
特
に
、
執
筆
担
当
者
の
皆
さ
ま
に
は
感

謝
し
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
鬼
の
ご
と
く
、
何
度
も
原
稿
の
書

き
直
し
を
お
願
い
し
、
鞭
を
打
つ
が
ご
と
く
、
原
稿
の
仕

上
げ
を
急
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
本
書
は
完
成
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

本
書
が
、
読
者
一
人
一
人
に
、
小
さ
く
と
も
何
か
の
「
発

見
」
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
な
ら
、
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

２
０
０
９
年
３
月 

 
『
学
生
の
「
日
中
」
再
発
見
』
編
集
長 

 

忍
田
裕
幸 



京論壇２００８メンバー 

 

 

歴史教育分科会 

＜東京大学＞ 

萬健治郎 （参加者、総合文化研究科）○ 

池田真歩 （参加者、文科３類） 

信太博之 （参加者、文科１類） 

羅俊明  （スタッフ、農学生命科学研究科）○ 

   （スタッフ、総合文化研究科） 

堀越啓介 （スタッフ、教養学部）○ 

＜北京大学＞ 

   （参加者、歴史学系） 

 ᴯ  （参加者、国際関係学院） 

  （参加者、中国語文学系） 

 ѿ  （スタッフ、外国語学院） 

   （スタッフ、情報管理系）

 

軍事認識分科会  

＜東京大学＞ 

原健太郎 （参加者、工学系研究科）○ 

竹内友理 （参加者、文科１類） 

中村仁  （参加者、文科１類） 

佐々木健介（スタッフ、農学生命科学研究科） 

長山大介 （スタッフ、工学系研究科）○ 

  （スタッフ、経済学研究科） 

＜北京大学＞ 

  （参加者、国際関係学院） 

‼  （参加者、国際関係学院） 

  （参加者、法学院） 

   （スタッフ、法学院） 

 ѿ  （スタッフ、法学院）

 

食料分科会   

＜東京大学＞ 

忍田裕幸 （参加者、公共政策大学院）◎ 

大石晃史 （参加者、工学部） 

広沢歩   （参加者、文科２類） 

杉本奈穂 （スタッフ、人文社会系研究科）○ 

荒川あゆみ（スタッフ、農学生命科学研究科） 

山田康生 （スタッフ、農学生命科学研究科） 

＜北京大学＞ 

   （参加者、新聞伝播学院） 

 ᴿ  （参加者、薬学院）  

   （参加者、光華管理学院） 

   （スタッフ、国際関係学院） 

  （スタッフ、新聞伝播学院）



ビジネス分科会   

＜東京大学＞ 

玉井芳野 （参加者、教養学部） 

   （参加者、工学部） 

大福谷修平（参加者、経済学部） 

三上由依 （スタッフ、公共政策大学院）○ 

山内一馬 （スタッフ、総合文化研究科）○ 

  （スタッフ、法学部） 

＜北京大学＞ 

  （参加者、政府管理学院） 

ӯ   （参加者、経済学院） 

   （参加者、新聞伝播学院） 

  （スタッフ、外国語学院） 

ԍ ѿ  （スタッフ、光華管理学院）

 

全体スタッフ  

＜東京大学＞ 

山形宏之 （総合文化研究科）代表 ○  

中谷絵里 （工学部）副代表 ○ 

   （総合文化研究科）  

   （情報学環・学際情報学府） 

國分朝菜 （工学部） 

大久保智夫（経済学部） 

鈴木陽  （教養学部）○ 

  （文科２類） 

郭沙千子 （教養学部） 

山口淳也 （法学部） 

＜北京大学＞  

  （外国語学院）代表  

   （光華管理学院）副代表 

   （物理学院）副代表  

 Ṭ  （中国語文学系）

 

 

（注）  参加者 ＝議論を担当 

     スタッフ＝運営を担当 

     ◎   ＝編集長  

     ○   ＝原稿執筆者  

 

 



【編者紹介】 

京
きょう

論
ろん

壇
だん

2008 東京大学実行委員会 

東京大学と北京大学の学生フォーラム「京論壇」を開催するた

めに、東大生が組織したフォーラム委員会の 2008 年度版。約

15 名。北京大学には京論壇北京大学実行委員会がある。 

京論壇とは、東大生と北京大生が１週間ずつ日本と中国を訪問

し、日中間に山積する課題について英語で議論をするフォーラ

ム。2008 年度は「歴史教育」「軍事認識」「食料」「ビジネス」

がトピックとして選ばれ、４つの分科会が組織された。年に１

回の開催を目指し、スタッフが１年かけて準備を行う。 

京論壇は社会発信を重視しており、2008 年には明石書店より

書籍「東京大生×北京大生 京論壇 次世代が語る日中の本

音」を出版。 

http://www.jingforum.org/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の「日中」再発見―京論壇 2008 の軌跡― 

 

2009 年 3 月 初版発行 

 

編者・発行人  京論壇 2008 東京大学実行委員会 


